
【企業データ】

   ■社名：株式会社大川印刷
   ■代表取締役会長 大川幸枝
 　   代表取締役社長 大川哲郎
   ■創業：明治14年
   ■資本金：20,000,000円
   ■従業員：40名
   ■事業内容
・創業120年を超える印刷業界のパイオニア
  として、企画からデザイン、製版、印刷、
  加工まで、要望に応じたさまざまな印刷
  物を一貫生産している
・本業を通じた社会貢献を実践する「ソー
  シャルプリンティングカンパニー」とい
  う目標を掲げ、環境配慮型印刷物にも取
  り組んでいる

クレド作成研修の流れ

 【第1回】成功体験記を書こう（講義・ワーク）
　 ・心に感性のアンテナを立てる
　 ・意識化が行動を変える
　 ・成功イメージを描こう
 【第2回】共感キーワードを選ぼう（講義・ワーク）
　 ・クレド活用企業の事例から学ぶ
　 ・成功体験記を読んで共感・感動キーワードを
    選ぶ
 【第3回】クレドを創ろう（講義・ワーク）
　 ・クレドは組織を表すキャッチフレーズ。組織のコンセプトを明確にしよう
　 ・共感キーワードのグルーピングと文章化
 【第4回】クレド発表会
　 ・社長あいさつ
 　・成功体験記から得たもの
　 ・クレド発表
　 ・今後の活用方針

■今回のような形でクレドを作成することについて、
　どのように感じましたか？

最初は多少不安がありました。
プロジェクトを組んで急いで作るよりも、全員で時間を
かけて作る方が良いのではないかと思っていたんです。
そんな中、ある出来事が起きました。
社員全員が提出したはずの「成功体験記」が、一人分だ
け足りなかったんです。しかも、プロジェクトメンバー
の誰一人、それに気づいていませんでした。
「なぜ見落としていたのか。」「各リーダーはまず全員
分を読んでいたはずでは？」･･･、メンバー全員でとこと
ん話し合いました。
結局、本人からは成功体験記が提出されていて、コピー
の過程で漏れてしまっていた、ということが判明したの
ですが、この出来事をきっかけとして、プロジェクトメ
ンバーの中に「社員一人ひとりのおもいを背負ってクレ
ドを作っているんだ」という責任感が芽生えたと思いま
す。

■研修に対する社内の反応はいかがでしたか？

当初、「現場の人間は”成功体験記”なんて書けない」
という意見が強かったのですが、その予想は良い意味で
大きくはずれ、実際に皆から提出された成功体験記は
びっしりと文字で埋められていたのです。
「社員はみんな仕事を通じたさまざまなドラマを持って
いるんだ」、そう強く感じ、本当に感動しました。
同時に、そのようなドラマをもった社員の人生がかかっ
ているんだ、という経営者としての責任も強く認識しま
した。
我々中小企業は、できることからやってそれを持続させ
ることが大事だと思います。全ての仕事が社会の営みの
中でつながっており、その背景には社員一人ひとりのド
ラマがある―、経営者はそのことを認識し、”最高のス
トーリーテラー”として社員に語っていかないといけな
いですね。それによって社員が気づき、問題意識をも
ち、具体的なイメージを抱くようになります。そうすれ
ば、自社の商品を説明しやすくなり、商品に宿った”
魂”がお客様に伝わるのです。
今回作成したクレドは、この流れを組織の中に生み出す
良いきっかけになったと思っています。

■クレドをどのように活用していますか？

毎週行なっている部署ごとの朝礼の中で、クレドの中の
どれか一つの項目に関して発表する場を設けています。
週に一人ずつ、それを部署内の全員が順番に行なってい
くのです。
クレドを実践した具体例を自分の言葉で語ることによっ
て、クレドへの理解も深まり、受け身ではなく主体性を
もってクレドを仕事の中で活用する風土が生まれます。
特に朝礼の司会を務めた社員などは、日常会話の中でも
クレドを交えた話をするようになり、少しずつ浸透して
いる実感があります。
また、あるイベントに参加した時のことです。
一人の社員が、他社のブースに並んでいる商品を見なが
ら「経営理念と商品がリンクしていませんね。」と言っ
ていたんですね。
これまでは気づかなかった点－、商品に込められた”
魂”を感じとる”感性”が、社員の心の中にアンテナと
して立ってきたのではないかと思っています。

■今後さらにどのように浸透させていきたいですか？

「仕事をする上での指針・よりどころ」として、社員教
育や面談時などにも使っていきたいですね。私自身、朝
礼の中でクレドを語ってくれる社員を激励していきたい
と思いますし、私なりのおもいをコメントとして伝えて
いきたいと考えています。
これから先、我が社のクレドを指標とした新しい「仕事
を通じた成功体験記」がどんどん生まれてくると思いま
す。その中にある大川印刷独自の”ドラマ”を、皆で語
り合い、語り継いでいきたいと思っています。部署ごと
のクレドストーリーがあっても良いと思いますし、クレ
ドを通じて経験したことを互いに共有し、評価する表彰
制度を設けてもいいかなと思っています。
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ありがとうございました。


